
 

第 10 回ＪＳＣＡ東北構造デザイン交流会 2025 開催結果の報告 

ＪＳＣＡ東北構造デザイン委員会 

 

東北支部では、第10 回目となる構造デザイン交流会を開催しました。ここに参加いただきましたみなさ

ま、協賛いただきました各社様に感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

例年同様に３部構成で行い、会場への来場者、WEB 聴講者を合わせて134 名の参加をいただき、大変

な盛会となりました。 

第１部のコンテストでは「東北パビリオンの構造デザイン」をテーマにアイディア作品を募集し、実務者

1 組、学生9 組の応募をいただきました。斬新なアイディアやすぐにでも建設できそうな堅実な案など、興

味深い提案を多く見ることができました。 

第２部では竣工した建物の設計紹介として、実務者から4 作品を紹介いただきました。 

第３部では、特別講演会として第35 回JSCA 賞奨励賞を受賞された大林組の百野泰樹氏をお招きし、

受賞作品の設計活動を通して考えておられることを紹介いただきました。 

 

開催概要 2025 年7 月5 日（土） 仙台エルパーク セミナーホール 

【第1 部】構造デザインコンテスト（実務者1 組、学生9 組） 

    最優秀賞 双曲庵（そうきょくあん）みちゆひ 

東北三興設計事務所 井戸川達哉・丹伊田大作(マド建築綜合設計) 

    優 秀 賞 魂々流転(こんこんるてん) 

東北大学 古田淳貴・新堀赳琉・パクジュンソク・阿保伸尭・中野弘貴 

    優 秀 賞 六魂架（ろっこんか） 多彩な東北が結束し、共に支え合うかたち 

東北大学 粕谷優・内田光樹・菊池健吾 

＜審査員(敬称略)＞ 

小野田泰明 東北大学工学部建築・社会環境工学科教授 

百 野 泰 樹 特別講演/大林組 

小 林 秀 雄 JSCA会長 

成 田 諭 JSCA東北支部長 

星 野 恒 明 JSCA東北支部構造デザイン委員長 

 

【第２部】構造デザイン発表会（作品4 組） 

 大阪避雷針工業株式会社仙台支店新築計画 大林組 吉田昇平 

 折版構造による無落雪カーポートの提案 カメイエンジニアリング 成田諭、関郁弥 

 NANT 仙台南町 鹿島建設 中辻享佑 

 ウッドライズ仙台 竹中工務店 油川健樹 

 

【第３部】特別講演会/百野泰樹氏（第35 回JSCA 賞奨励賞） 

「高層純木造耐火建築"Port Plus”を通じて考えたこと」  



第一部 構造デザインコンテストの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査員による採点結果 

最優秀、優秀以外の作品には、奨励賞が授与されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般聴講者による投票結果 

  



1
Resilient spirits

 ~六魂祭がつなぐ思い~

周回しながらステージを上がっていくにつれ異なる展⽰が現れるのは、ストーリー性を感じます。
斜めに倒した柱や、上下に重なった床・屋根が構造的に⽣かせると、提案に深みが出たように思います。
本交流会では初となる、英語での提案スピーチについていくためには、運営側も勉強が必要ですね。

2
円天六宙

（えんてんりくちゅう）

展⽰に合わせて屋根の⾼さが異なっていることで、楽しいリズム感のある内観になっています。
構造的には、⽊製リングに対する鉄⾻トラスの配置がやや不釣り合いのように感じられました。
屋根の吊⽅にどのような⽅法があるかを考えてみると、さらに⾯⽩くなりそうです。

3
六魂架（ろっこんか）
多彩な東北が結束し、
共に⽀え合うかたち

トラスを⽤いたアーチ構造を主としたオーソドックスな発想ですが、1⽅向に2本のアーチを架けている点や、
⽚持ちのトラス架構を⼤胆に使うことで、機能と形態が上⼿くまとまっていると思います。
⽚持ち架構の弱軸⽅向への対処法はどのようなものがあるか、議論してみてはいかがでしょう。

4 六魂倒（ろっこんとう）
⼤会閉幕後の解体時の検討に主眼を置いた提案。
他案にはないポイントを主題に持ってくるのは、驚かされました。
パビリオンとして利⽤中の楽しさが含まれていれば、全く異なる内容に昇華していたかもしれませんね。

5 ⼀輪の祈り

六魂祭の楽しさではなく、鎮魂の意味に主題を置いた作品。
海に浮かんだパビリオンが灯篭のように⾒えて、興味を掻き⽴てました。
浮⼒を得るためのペットボトルや、互いのパビリオンをつなぎ留める構造部にもう少し具体的な内容があると、
より提案の内容が鮮明になったように思います。

6
双曲庵（そうきょくあん）

みちゆひ

直線材で構成された双曲⾯の倒れ込もうとする⼒を、⼆つ組み合わせることで適切に処理している。
中にできる空間はやや窮屈さを感じさせますが、光ボイドや螺旋のスロープなどにうまく活⽤しています。
ディテールや施⼯性にも検討があり、精緻に作りこまれた模型も合わせて、最優秀に値する作品でした。

7 六花（りっか）

花びらをモチーフにしたという全体の形態は美しく、⼤きく跳ね出した⽚持ちの庇もきれいな⾓度を持っています。
構造的には、内部のロングスパンをトラスで構成していることに対し、
⽚持ち部は直⾏⽅向に張弦梁を架けていることが少し不⾃然に感じられました。
張弦梁が全体架構にどのような効果を与えているか、議論してみてはいかがでしょう。

8 波との対話
陸上にある展⽰スペースに対し、⽔上にある外装材が波に合わせて変位する提案。
⾃然の⼒で⼤きな建築物が動く様⼦は、⾒てみたいと思わせます。
⽔上の架構がどのように安定して動くのか、もう少し具体的な提案があると⾯⽩い内容になったかもしれませんね。

9 魂々流転(こんこんるてん)
会場の2か所からの視点を考慮し、円形のステージと斜めの屋根を提案している。
あえて斜めに倒した柱は⽅向を変えることで安定させ、建築的な⾒せ⽅と構造的な解決が上⼿くまとまっている。
提案パビリオンはもちろん、⼤屋根リングまで再現した模型も⾒ごたえがありました。

10 六転ーROKUTENー
可動式パビリオンによって、展⽰する内容に合わせて変容する建築を提案している。
ケーブルを⽤いた空間構成がどのように役⽴っているかが、少し分かりにくかったかもしれません。
ケーブルを⽤いた屋根架構などを検討してみても⾯⽩いかもしれませんね。

各作品寸評（記：実行委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞  双曲庵 みちゆひ 

全作品は、JSCA 東北支部HP にてプログラムをご覧ください！ 



【第1 部 アイディアコンペの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表会場全景（ＷＥＢによる同時配信も行いました） 

東北三興設計 双曲庵 

東北大学 魂々流転 

東北大学 六魂架 



【力作ぞろいの模型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北三興設計 双曲庵 

東北大学 魂々流転 

東北大学 六魂架 



 

【第2 部 設計作品紹介の様子】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３部 特別講演、講評などの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大林組 吉田昇平氏 カメイエンジニアリング 成田諭氏 

特別講演 大林組 百野泰樹氏 小野田泰明審査委員長 

鹿島建設 中辻享佑氏 竹中工務店 油川健樹氏 

JSCA 小林秀雄会長 JSCA東北支部 星野恒明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会に参加いただいた皆様に、あらためてお礼申し上げます。3 部ともとても興味深い内容ばかりでし

たが、特に第1 部コンテストに参加いただいた作品は例年以上にレベルの高いものが多く、興味深く拝聴し

ました。 

2026 年はJSCA 東北支部が活動40 周年となる記念の年ともなります。多くの皆様に参加いただいて

また大いに盛り上がりたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

JSCA 東北支部構造デザイン委員長 星野恒明 

 

構造デザインコンテスト受賞者と審査員 

構造デザインコンテスト参加者と審査員 


